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安否確認訓練の報告 

９月１８日の、滝小避難施設自主防災訓練と同時に、B地区藤沢自治会として「安否確認訓練」も行いました。皆

さんのご協力により、下記のように好成績で実施できましたことを、ご報告いたします。 

 

○（白タオル掲示） 150戸 

△（インターホーンで確認） 7戸 

×（掲示なし） 7戸 

ルス（事前に連絡） 6戸 

空き 8戸 

合計 178戸 

 

 

「東京防災ハンドブック」より 
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自主防災の基本 

自助：自らの【命・家族・資産】は自ら守る 

近助：防災は【近所の助け合い】が大切 

共助：自主防災は【Ｂ藤沢自治会】主体の自主防災隊 

平成２９年１１月（情報班）発行 

Ｂ地区藤沢自治会自主防災隊 

 



地震保険について皆さんは知っていますか？ 

おそらく会員の皆さんは自宅につける火災保険はほとんどの方は加入されていると思います。住宅ローンを借

りている方は必ず加入しています。 

しかし火災保険に付帯する地震保険については加入されている方はどのくらいでしょうか？２０１６年損害保険

料率算出機構の県別データを見てみましょう。 

都道府県 世帯加入率 都道府県 付帯率 

宮城県 ５１，８％ 宮城県 ８６，４％ 

神奈川県 ３５，１％ 神奈川県 ５９，３％ 

熊本県 ３５，６％ 熊本県 ７４，３％ 

全国合計 ３０，５％ 全国合計 ６２，１％ 

＊世帯加入率＝地震保険加入件数/住民基本台帳に基づく世帯数 

＊付帯率＝地震保険契約数/火災保険契約数 

世帯加入率も付帯率も宮城県がダントツです。付帯率では熊本県も高い付帯率です。 

２０１１年の東日本大震災、２０１６年の熊本地震それぞれの翌年に大きく伸びている実態があります。 

やはり大地震に直面して意識が変わったといえるの

ではないでしょうか。 

地震が原因で火災になってしまった場合は、地震保

険に加入していないと保険金はもらえません。どんな

に頑丈な家にしても、震度７が来ても壊れない家にし

ても、崩れはしないけど地震が原因で火災になって

燃えてしまったら保険金はおりません。 

確かに保険料が高いので加入をためらっている方もいます。ただ、いつ大型地震が襲ってくるかわかりません。

備えよ常に。未加入の方は地震保険の加入を検討してみてはいかがですか。具体的方法は加入されている火

災保険会社の代理店に確認するか、日本損害保険協会ＨＰにアクセスを。 

 

 

 

 

 

 

（文責：６４５－６ 網野 俊） 

 

次回安否確認訓練ご協力のお願い 

下記日程で、Ｂ地区藤沢自治会の防災訓練が予定されております。 

次回も、当日の朝に安否確認訓練も実施したいと思います。 

詳細につきましては、後日案内されますが、前回同様に、玄関・門扉等の外

から見やすい位置に、「白いタオル」を掲示していただくことをお願いしま

す。 

実施日：１２月３日（日） （防災訓練当日） 
 

 

日本損害保険協会ＨＰ 

http://www.sonpo.or.jp/insur

ance/commentary/jishin/ 

政府広報オンライン 

「暮らしに役立つ情報」 

http://www.gov-online.go.jp/us

eful/article/201701/2.html 
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